



































































































私は How to 嫌いで、全部 What や Why に結び付かない問いは嫌だからと言ってい
ます。




























りました。 3 年生から 6 年生のあらゆる学年のほぼ半数で、学年が進むからといって
どっちかの傾向が強まるわけじゃなくて、ずっと一貫して学年で半分ぐらいのお子さ
んの作る問題が、意味が全然ない。
　「スズメが 4 わいるでんせんに、 8 わとまりました。でんせんには何わとまってい
ますか。」（ 3 年）って、なんか今さっき 8 羽と言わなかった？と言いたくなるんです
がね。「 4 本のリボンがあります。 8 人の子どもが分けたいと思います。リボンは何
本あればいいですか。」( 5 年 ) リボンはさっき 4 本しかないと言っているけれども、
なんだか分からない。「 4 人が 8 人いました。かけると何人でしょう。」（ 3 年）一体
どういうことですか。しかも、人間同士が掛けるって一体なんだか理解できません。
「リンゴが 4 つあって、 8 つのナシをかけるといくつになるでしょう。」（ 5 年）って、
これは一体何か新しい遺伝子配合のようです。「ある人はミカンを 4 個持っています。
もう一人はミカンを 8 個持っています。このミカンの積を求めなさい。」（ 6 年）積と
いう言葉を 6 年生で使う。なかなか立派だなと思うんですが、「クリが 4 個ありまし
た。そのうち 8 人いました。どうしたらいいでしょう。」（ 5 年）という。「アメが 4
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こあります。 8 人の子どもにアメをあげたいのですが、 4 こしかないのですがどうし
たらいいでしょう」（ 3 年）これは難しい。「アジが 4 枚ありました。 8 をかけるとい
くつになりますか。」（ 3 年）「水が 4 デシリットル入っていますが、 8 デシリットル
をねえさんがもっています。かけ算をして式を書きなさい。 4 × 8 ＝32。」（ 3 年）こ
こに出たものは何なのか。「ヒロキくんはアメを 8 個買いたいのだけれども、 4 個し
かありません。一体アメのねだんは、いくらになるのでしょうか。」（ 6 年）これは一
番分かんないですね。「 1 こ 8 円のガムがあります。 4 人にわけると何こですか」（ 3
年）ええ？何？何がなんだか、 1 個 8 円のガムが幾つあるのかが分かんないですね。
「〇〇さんが 4 こアメを買いました。○○さんが 8 こガムをかいました。 2 人のねだ
んはいくら。」（ 5 年）値段ですか？というような話です。
　子どもたちが何でこんな問題を書くかというと、算数の文章題というのは、その前









































































































りガラスで先生の姿がちらっと見えるわけです。すると、子どもが10、9 、8 、7 、6 、
















































































































































































































































が、彼に向かって『あなたの苦しみはどんなですか（Quel est ton tourment?）』と言
う人がグラールをえるのだ」という伝説を紹介しています。フランス語では、“Quel 
est ton tourment?”　英訳本には、”What are you going through?“「あなたはどうい
う経験をしてこられたのですか」としているものもあります（Weil, Simone. (1951). 




























































































































































































































































































































































































































考が抑えられてしまっている。子どもたちに 4 × 8 ＝32という式を使って作問させた
例を、冒頭に紹介しました。子どもたちの作問例は、全然絵になりません。「スズメ
が 4 羽いて電線に 8 羽止まる」なんて、絵に描きようがないです。「 4 本のリボンが
あります。 8 本子どもに分けたい。」そういう状況を絵に描きようがないです。「 4 人
が 8 人いました」って、どういう絵になるのか。「リンゴが 4 つあって、 8 つのなし
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